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ラスタフアリアニズムのフロンティア

～ワガドゥグのラスタを事例に～

清水貴夫

0.緒言

0・1.エピソード

2003年 5月11日、この日はボブ・マーリー（BobMerley）；の命日にあたり、

朝からサウンドシステムが街頭に繰り出し、大音量でボブ ・マーリーの楽曲が街

中に響き渡っていた。特に”OneLove”が流れ出すと街中の全ての人々が歌いだ

すような雰囲気につつまれる。夜になると、昼間に街頭で音楽を流していたサウ

ンドシステムに代わって市中心街の主な広場はボブ ・マーリー追悼集会の会場と

なり、幾つかの広場では有料になっており、中に入れない若者が広場を取り阻む

ように地べたに座り込んでいた。入り口付近では幾つかの露天も出店して、明け

方まで騒ぎが続いていた。ラスタの象徴のひとつであるボブ ・マーリーは死後22

年たった現在においても絶大な人気を誇っているのである。

0・2.本研究の意義

ディアスポラアフリカ人によって生起した、アフリカ人としてのアイデンティ

ティの回復を求める運動には、パン ・アフリカニズム、ネグリチュードの二潮流

があり、バン・アフリカニズムの影響を受けた宗教社会運動のひとつがラスタフア

リアニズムである。当初ジャマイカのカルトのひとつに数えられたに過ぎないラ

スタフアリアニズムは、 1970年代のレゲエの世界的流行によって全世界を席巻し、

それは同時代のアフリカでも例外ではなかった。

本研究では西アフリカの内陸国ブ‘ルキナファソの首都ワガドゥグで活動するラ

スタを描いていく。ブルキナファソの歴史地理的特色として、①旧フランス植民

地であること、②内陵国であることのこ点を挙げることができる。そしてさらに、
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その伝矯過程において、障害になったのは、メディアの発展の遅れ、ラスタフア

リアニズムやレゲエが英語圏系の文化運動であるということから、言語的な問題

が考えられるO つまり、若者たちは、ラスタ文化をワガドゥグの若者たちが受容

できる形に翻訳しなければならなかったこと、言語的な障壁やメディアの未発達

がワガドゥグへのラスタ文化の浸透を難しくしていたことは創造に難くないoii

ワガドゥグで活動を展開しているラスタはこうした環境の中から生まれ現在に

至っている。加えて指摘しておかなければならないのは、ラスタ自体がサブ ・カ

ルチャーとして位置づけられてきたことと、 iii 西欧文化を受容するばかりである

文化的「周縁Jの西アフリカの中でも、ワガドゥグはさらにその「周縁」の外側

に位置する。つまり、ワガドゥグで展開するラスタ文化は地理的に、かっ従来の

文化尺度的にも「周縁の周縁」 ivと位置づけられる。しかし、そこにこそ人と人

とのネットワークによって独自のラスタのスタイルが形成され、新たなラスタ文

化のフロンティアが見られるのであるo

ワガドゥグで展開されるラスタの文化表象は、レゲエというラスタの象徴的文

化表象のみならず、パーカッションを中心とする彼らにとっての「アフリ力的」

音楽や服装、民芸品などに見ることができる。これらの文化表象はラスタの生業

と深く結びつき、いわば都市の若者の楽しみや生活の一部になっているといって

も過言ではなし1。従来の抵抗運動としてのラスタフアリアニズムという捉え方は、

80年代に既に否定され、ラディカノレな宗教運動という色合いはすでに薄れている。

現代のアフリカ都市の若者文化を理解するよで、新たなラスタのスタイルを明ら

かにすることは、従来の研究を補完、刷新していくものと考えている。

本論は構成は以下の通りである。はじめにラスタフアリアニズムの成立過程を

概観する。次に、鈴木、石井、サヴィシンスキー （Savishinsky）らの先行研究

からラスタフアリアニズムがどのようにアフリカに伝播したかを検証、分析し、

さらに、アフリカの若者文化の状況を鈴木の研究を元に述べていく。 3では事例

研究として、ブルキナファソ、ワガドゥグの事例を紹介してワガドゥグのラスタ

の生活を検証していく。最後に、ラスタフアリアニズムが若者たちの生活に根ざ

し、若者たちの紐帯の装置として機能していることを論じ、ワガドゥグで展開さ

れるラスタ文化の独自性を述べて「ラスタフアリアニズムのフロンティア」とし
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て位置づけていく。

最後に、本論文中で使用する用語について簡単に述べる。ラスタフアリアニズ

ムは、ラスタ思想のことを指し、ラスタはラスタフアリアニズムを信奉する人、

および、ラスタのファッションを実践する人のことを指して両者を区別する。

1 .ラスタフアリアニズムの成り立ちと習慣

ラスタフアリアニズムは1930年のエチオピア皇帝ハイレ・セラシエ 1世（Hail

Selasie I)の即位を契機として成立した「宗教社会運動」vと言われる。それ以前

に、約400年に渡って主に西アフリカから奴隷としてディアスポラ世界に移送さ

れたアフリカ人の経験を踏まえ、マーカス・ガーヴェイ（MarcusGarvey）の

思想を元にジャマイカで生まれていた。そこでガーヴェイがまとめたのは、アフ

リカ回帰、反白人、反権力 3つの思想的な原則で、奴隷貿易によって強制的に移

送されたことに対するアンチテーゼと言える。ガーヴェイの原則を踏まえ、ラス

タフアリアニズムの萌芽は19世紀末期にすでに見ることができるが、これより少

し前から起こったノマン ・アフリカニズムやネグリチュードと言った世界的な政治、

文学運動が双方向的に影響を与え合ったことは当時の時代背景を如実に示すもの

である。

元来ラスタの生活はいくつかの規律によって律されている。例えばタバコ、ア

ルコールを摂取することが禁じられているし、菜食主義が原則で、身体に刃物を

あてることは神から与えられた身体を汚す行為として禁じられるといったことが

あげられるo こうした禁忌の存在の一方で頭髪、ひげを切らずにドレッド・ロッ

クスに、ジーンズなどのラフな服装をし、そしてガンジャ（Ganja)viの吸飲を

することなどは現在のラスタの象徴的なスタイルともなっている。アフリカ回帰

主義的な思想は、「アフリカ的Jとされた農村での生活への回帰ということと結

び、ついて、レゲエの世界的流行以前のラスタの生活は、現代の都市文化中に組み

込まれているものとはその様相をまったく異にしていたと言われている。

現在世界中で活動しているラスタは、 「1980年代を境に…国民国家内部への適

応と『アフリカ回帰』『白人打倒』といったラディカルな主張の衰退」泊したと言

われ、次第にその様相をソフ トな方向に変化させている。
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2.アフリカ都市で展開されるラスタと若者文化一先行研究の検証

2-1.ラスタフアリアニズムのアフリカへの伝播

上に述べたように、ラスタフアリアニズムはアフリカ回帰運動、反白人、反権

力といった思想に基づいた宗教社会運動として発展してきた。ディアスポラ世界

で広まったラスタブアリアニズムが、どのようにアフリカの諸都市に伝播していっ

たかという問いは、アフリカの都市文化の系譜を考える上でも意義のあることだ

ろう。

ラスタの伝播には主に三つの経路が考えられる。一つは人の移動、もう一つは

テレビ、ラジオなどのメディアが考えられる。

ジャマイカに端を発し、主にイギリス、アメリカなど英語圏で発展したラスタ

フアリアニズムは、最初にタンザニア、ガーナなど英語を公用語とする旧イギリ

ス植民地で受けいれられていった。石井vヘサヴィシンスキー（Savishinsky）は

が f帰還ラスタ」の例とガーナの事例で報告しているように、アフリカ回帰を果

たしたジャマイ力、イギリス出身者が入り込みやすかったことが主な要因と考え

られる。

そして、アフリカの都市の若者を中心にラスタフアリアニズムを受けいれるこ

とになった最大の動機として、レゲエの存在を見逃すことは出来ないだろう。サ

ヴィシンスキー（Savishinsky）はこの点について、「地域を越えてラスタの文

化を広めたのは、レゲエがこうした地域で受けいれられたからy だとして、ア

フリカでのレゲエの存在の大きさを主張している。中でも、1970年代に世界的成

功を収めたボブ・マーリーは、現在のアフリカにおいても神格化されるほどその

存在感は大きかった。パレット（Barrett）はこうしたボブ ・マーリーの影響を

「第三世界のアイドルになったし、その音楽にこめたメッセージは、世界の多く

の大陸で抑圧されている者を結集させるテーマとなったYとして、ラスタ＝レ

ゲ、エの世界的拡大を称えている。

最後に、メディアによる伝矯を考えていきたい。鈴木はアピジャンのス トリー

トボーイの研究で、西アフリカでも親仏政策をとったことで、早くからテ レビ、

ラジオなどのメディアの発展した同地域で欧米文化が早くから浸透したこ とを指
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摘しているJ メディアは先の二つの要因をこの地域の人々が早くから取り入れ

るきっかけともなり、相乗効果を生み出すことになった。ハネルツ（Hannerz)

が「どこの都市も、特に第三世界ではサブカルチャーや都市文化に接触したいと

思って、農村部から都市に移住してくる人々を満足させるJとし、都市部の若者

だけでなく、農村部の若者達が都市に移住してくる人にもレゲエ＝ラスタフアリ

アニズムを受けいれる土嬢があることを示している。

ラスタフアリアニズムは以上の 3つの経路からアフリカ都市に伝播していった。

それではアフリカの都市の、特にラスタ文化の受容先であった若者の文化状況は

どのようなものであったのか、次の項で検証していく。

2-2.アフリカ都市の若者文化論

次に、アフリカ都市で生まれた若者文化を、鈴木のアビジャンのストリートボー

イの研究を元に概観してみたい。

農村部や他国から都市にたどりついた若者たちは、共通の言語を持たないこと

すらある。若者たちは、ストリ ートやゲットーと呼ばれる区域に集結し、独自の

生活を展開する。アフリカの都市でしばしば見られる、いわゆるインフォ ーマル

セクタ一、例えば、靴磨き、路上での新聞売り、民芸品売りなどで生計を立てて

いる。彼らはコミュニケーションを容易にするために出身地別のコミュニティー

を作ることが多いが、多様な地方出身者同士で各所に形成されているコミュニティー

同士でのコミュニケーションを維持するための新たな手段を獲得する。その際に

見られるのが、ストリート独自の言葉であり、アビジャンのストリートでは「ヌゥ

シ」と呼ばれるフランス語と諸外国語、またコートジボアールの諸言語が混ざっ

たスラングが完成する。

ストリート出身のアルファ・ブロンディ（AlphaBlondy）は1980年代に成功

を収め現在にいたるまで国民的スターとして、非常に安定した人気を誇っている。

アルファ・ブロンディ以前のコートジボアールはの文化状況は鈴木が指摘してい

るように、ジャマイカやフランスの音楽が中心であり、外国からの情報を「消費」

していただけにすぎなかった。しかし、アルファ ・ブロ ンディが「ヌゥシJによ

る「アピジャン・レゲエ」を確立したことにより、 60組を超えるレゲエアーティ
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ストが世に排出されていったo xiii鈴木は、ブロンディの成功の理由を 「ヌゥシ」

というストリート言語とレゲエの「下からの回線」におく。アルファ ・ブロンディ

の試みは、90年代のラップ、 レゲエブームを先駆けるものになったと言えるであ

ろう。

2・3.小括

以上先行研究を中心にアフリカで活動するラスタを概観した。

ここでは、サヴィシンスキー（1994）、鈴木（2000）、石井（1998）の 3名の研究を土

台として論を進めた。これらの研究から明らかになるのは、ボブ・マーリーをひ

とつの媒体として、ラスタフアリアニズムはディアスポラアフリカ人を中心に世

界中に広がりを見せるものの、世界中のラスタが目指したアフリカではディアス

ポラアフ リカ人の想定に反して独自の文化を創り上げていったということである。

これは、伝播経路が脆弱なものであったためにより自らの想像力を鍛えなければ

ならないこと、そして都市的状況、従来の枠組みに入れなかった、さまざまな出

身地の若者にとって「周縁」からの視点wで人々に語りかけるレゲエが受けいれ

られ易かったといえるのではないだろうか。こうした意味で、アフリカ都市の文

化を語るとき、より包括的な枠組みでアフリカ人としてのアイデンティティメ ー

カーとしての「レゲエ＝ラスタJは、そのサブカルチャー性に反して、アフリカ

都市文化の中心的テーマとして語られ直すことも再考するべきなのかもしれない。

次章では、こうしたアフリカ都市の一般の文化状況を踏まえ、ワガドゥグでの

フィールドワークを元にしてワガドゥグの事例を紹介していく。

3. ワガドゥグのラスタ

3-1.ワガドゥグ概要

ブルキナファソの首都ワガドゥグ（Ouagadougou）市は、人口は現在100万人

ほどとされており、同国最大の都市である。他のアフリカ大陸の都市同様、独立

前後から急激な都市化にさらされ、1960年の 6万人から、 1985年に50万人、 1990

年代中盤に60万人に達しヘ 2000年以降、100万人超の大都市となり、現在では

120万人とも130万人とも言われる都市になっている。
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1996年に同市で開催されたフランス ーアフリカサミット（France-Afrique

Summit）を契機に20年ほど前から計画のあった、新高級住宅街、ワガドゥミル

( Ouaga2000）が市南部に建設され、数年前から計画されていた市中心部の住宅

地の再開発も始まった。そして市中心街東部のさらなる高級住宅街として予定さ

れている地域は、プロジェ・ザッカ（ProjetZAKA）と呼ばれる都市計画の管

理化におかれ、古くからあるコンパウンドが一掃された。ワガドゥグの様相はめ

まぐるしく変化を遂げている。

ワガドゥグで見られる急激な人口増加は、農村部からの人口流入が最大の原因

となっているほか、近年のコートジボアール（2002年の大統領選挙に伴う）、トー

ゴ（2005年の大統領選挙に伴う）での政治的混乱によって、出稼ぎのために出国

していたブルキナファソ人の帰国と当該国の一部住民が、西アフリカでは比較的

政治的安定が長く続いているブルキナファソに流入してきたことが考えられる。

3・2.ゲッ トーでの生活

ワガドゥグ市内には 7箇所のゲット＿ xviがある。うち 3箇所は市中心街、ワ

ガドゥグ国際空港近くに密集し、残りの 4箇所は郊外にある。本稿では中心街に

ある 3箇所のうちガーナ人街に隣接するNAYAC(Nouvelle Afrique-Yeux-Art-

Culture）での観察を中心に論じていく。

市街地にあるゲットーにはプロパーのメンバーがそれぞれ10名前後いると思わ

れる。プロバーのメンバーだけを数えれば、ワガドゥグのラスタの人数は70名前

後ということになるが、他のラスタと緩やかに関係をもち、漸次ゲットーを訪れ

るラスタの数を入れると、その数は非常に多くなる。

NAYACプロバーのメンバーは約10名、リ ーダーはアダマ（Adama）という。

アダマはNAYACのコンパウンドを二部屋借り、 一室を自宅兼ゲットーとして他

のラスタの集合場所として使い、もう一室を「CentreJとして民芸品、楽器の

製作場、倉庫などとして使用している。このコンパウンドの敷地内に中庭を阻む

ように10部屋あり、ゲットー以外の部屋にはそれぞれに家族所帯が住む。

ラスタはゲットーと呼ばれるコンパウンドの一室で、多くの時間を過ごす。ラ

スタの多くはゲットー以外に自宅を持ち、ゲットーに通う生活を送る。ゲットー
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内での活動は、ゲットーのメンバーによる楽器、民芸品の製作が行われるほか、

白人パックパッカーを連れ込み、ジェンベの奏法を教える光景も散見される。

そしてゲットーには、ラスタを自称するものの、ゲットー以外の場所を中心に

行動しているラスタがしばしばゲットーを訪れる。 3-3・2で詳しく述べるラミン

(La mine）はその中の一例であるが、ラスタの多くは民芸品に関わることで生計

を立てている者が多く、ゲットーはそうした商売の情報交換であるとともに、ラ

スタ同士の語らいの場として位置づけているo こうした語らいの時にはガンジャ

や緑茶阿iが娠る舞われ、しばらくコンパウンドの軒先で数時間にわたり語り合

つ。

このように、ゲットーはラスタが単に生活をする場としてでなく、情報集積の

場であり、そのゲットーに関わる他のラスタにとって楽しみを享受する場でもあ

る。

3・2.ラスタの経済活動

ラスタの経済活動は民芸品、音楽にまつわるものが多い。ラスタの多くはミュー

ジシャンを自称し、平時には民芸品販売および製作を行っている。双方とも観光

客に焦点を当てた商法といえるが、一方でこうしたラスタの生業の中に、ラスタ

の自己表象を含んでいることも見逃しではならない。

3-3・1 音楽

アダマは筆者との音楽に関する対話の中で「レゲエは商業音楽だjとした。こ

の言説は、ラスタが単に収入を得るためだけのものとして音楽を考えていないこ

とを示しているだろう。そして、アタ。マはこのあと、「しかし、 レゲエをやらな

いと客が入らない（収入が得られない〉」と述べたことは、ラスタが彼らの信条

のみに依拠することはできず、音楽活動によって生計を立てていきたいとするア

ダマたちの希望と、日常生活を送るための現実的なラスタの生活との聞の葛藤が

物語られている。

2003年にはアダマをリーダーとするNAYACは、ワガドゥグ市中心にあるZAC

CAで月に一回ほど演奏を行い、不定期に他のライブハウスでも演奏を行ってい
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た。 ZACCAは旅行誌などにも取り上げられるワガドゥグ最大の野外ライブノ＼ウ

スで、常設の「伝統的J民芸品展示とともに、演奏される音楽も「伝統的」であ

ることをコンセプトとすることが多し、。つまり、アフリカを目指してきた外国人、

特に西欧から「アフリカ」を求めてきた旅行者をターゲットとした施設であると

いえる。一方で市内に数多くある一般のライブ、ハウスでは、ジュラ、モレ、パン

パラ、マンディングなど、アフリカのローカル言語によるレゲエが演奏されてい

る。その曲調は、レゲエ、ハイライフ、リンガラなど、アフリカに由来するダン

スミュージックが多く、 NAYACと同じく、職業として音楽を志す若者たちによ っ

て演奏活動が行われている。

3-3・2 民芸品

ラスタの生業を支えるもうひとつに、民芸品に関わる経済活動が観察できた。

ブノレキナファソの名産品は藍染め、真鍛細工、カリパス（ひょうたん細工）と

言われているが、一般的にワガドゥグの民芸品販売小屋ではマス夕、ボゴラン

（主にドゴンで作成される綿布）、藍染めの布、真鍛細工、カリパスなど、プルキ

ナファソの名産品以外にも、マリやガーナで作られている民芸品もブ、ルキナファ

ソの民芸品として売られている。市内の民芸品販売小屋密集地帯はインディペン

デンスホテルの周辺、中央郵便局周辺、グランマルシェ近辺xviiiである。それ以

前はマルシェ 2階部分に多くの民芸品販売者が店舗を構え、市最大の民芸品販売

地域であった。である。民芸品作成は市内各所にあるが、真鈴細工の製作地域は

市北部のシテ・アン・トロワ（CiteAn III）に限られており、真総細工市場が

市中心部にある。

ラスタの民芸品に関わる経済活動にはいくつかのパターンが見られる。 3・3・1

で挙げたアダマの出身地近郊のサピナ（Sapina）出身のアルファ・（Alpha）とラ

ミン（Lamine）のエピソードを紹介したい。

ラミン（29歳）はフランス人の経営するホテルイビの向かいに民芸品の販売小

屋を持つ。ラミンの民芸品小屋の脇のスペースでサヌー（Sanue）というモスレ

ムがボゴランを売り、後ろにはインターネットカフェ、ラミンの姉が経営する高

級民芸品店があり、周囲はナイジエリア人が多く居住する地域になっているo こ
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の小屋は年間20,000CFAxixを収め、営業許可を取っている。

ラミンの客層は主にホテルイビの宿泊客である。ホテルイビは中級ホテルの中

では、自家発電設備やプールがあるなど設備が充実している。国連などの国際機

関や先進国の援助組織、 NGOなどの車がしばしば駐車場に止まっていることか

ら、こうした援助機関のスタッフがしば．しば宿泊しているようだ。ラミンは宿泊

客が来るたびに気さくに声をかけ、友人関係を作ろうとする。しかし、多くの宿

泊客はグランマルシェや郵便局前のラミンと同じく民芸品を扱うラスタや若者た

ちの客引きに疲れ、ホテノレ前で待ち構えるラミンの話を聞くことはなし、。もしく

は、始めから民芸品売りを相手にしない態度を決めている者もいるため、ラミン

の商売は決してうまくいっているわけではない。

一方でアルファ（33歳〉はラミンのような店舗型の小売りは行わず、ボゴラン

を中心とする品物をマリから、また、アシャンティなどのマスクをガーナから輸

入している。筆者はアルファと知己になったのは1999年のことであったが、当時

コンパウンドのワンルームを借りていただけであったが、 2003年には新築の 2K

の大きなコンパウンドに移り住んでいたことから、アルファの商売が順調に運ん

でいる様が伺えた。

アルファの自宅には常時数十枚の泥染め、ウコン染めのドゴン柄のボゴラン、

数十枚のガーナ、マリのマスク、ジェンべなどの楽器、また、ボゴラン製の衣類

などのストックがある。

アルファがマリやガーナに買い付けに行くのは、ストックが少なくなったり、

大口の注文があったときゃ、外国人旅行者を案内してマリやガーナの観光地を案

内するためなど、買い付けのみが目的でないことがある。アルファが筆者に語る

ところによれば、多くの買い付け旅行を通してプルキナファソから近いドゴンや

シカッソ（Sikasso）、ノイマコ（Bamako）などを案内するということである。ア

ルファ自身、将来多くの国を訪れてみたいという希望をもっており、旅行するこ

とが好きなことをしばしば語っている。そして、そうした旅行を通して、アフリ

カに来る旅行者にいくつもの地域を見て欲しいとも語ったことがある。

アルファ、ラミンともに、「民芸品を通じてアフリカを知ってほしい」 「これ

（民芸品）がアフリカだ」ということを時折口にする。近代化、西欧化が進行し、
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多機な民族構成を見せるようになったワガ ドゥグは、若者逮が自らが何者なのか、

ということを自らに問し、かけている。彼らの持つアイデンティティは、モシやグ

ルマンシェ、ブノレキナベだけでなく 、アフリカ人という最も大きなくくりの中に

自らを語ることがある。流動的な現在だからこそ、アフリカの中の自分たちとい

う語りが生まれたのかもしれない。

4.考察と今後の課題

ワガドゥグで筆者がともに過ごしたラスタたちとは、ラスタの禁止事項になっ

ているタバコを吸い、豚肉を塊を頬張り、 ビールを飲んでいた。そして、ラスタ

の象徴ともなっている、ド レッドロックスはラスタを自称する若者全てがそうし

ているわけではなく 、むしろ多くは細かいドレッドロックスを切りそろえ、もし

くは剃髪してしまっていたりと、ラスタフアリアニズム元来の習慣を守る者が少

なかった。鈴木によれば、ジャマイカにおいても、ドレッドロックスがファッショ

ン化してしまったために、この髪型にこだわらないラスタも多くなってきている、

というように、必ずしもラスタフアリアニズムの実践がラスタの条件となるもの

ではないようだ。

こうした潮流はタンザニアでも見て取ることができるO 石井はダルエスサラー

ム、モロゴロのラスタキャンプを調査して「ハイレ・セラシエの神格化の否定、

「スワヒリ化JJxxをタンザニアンラスタの独自の展開として指摘している。そし

て、もう一度鈴木の説を持ち出せば、アルファ・ブロンディがス トリートのスラ

ング「ヌゥシ」やデゥラ語などを用いてレゲエを歌ったことで成功を収めたこと

を考えると、もはやアフリカのラスタフアリアニズムはそれ自体が一つの文化と

して一人歩きし始めたことが見て取れるだろう。

このようにして、コー トジボアールやタンザニアのラスタは積極的に「アフリ

カのラスタ性」を外に向かつてアピールしてきたが、ワガドゥグのラスタは、

「アフリカ性」を生活に落とし込むようにしてきた点で、二つの事例とは異なっ

た方向性を持つことがわかる。

そして一方で、ラスタの生活はインフォ ーマノレセクターと呼ばれる生業形態と

切り離せない関係にあるo ナイロビのスラムを調査した松田は、「（ナイロビでは）
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出稼ぎ民が職を得るチャンスは、ほとんど絶望的jで、「彼らのうちのあるもの

は都市生活を断念して村にもどり、あるものは、行商や路上職人、密造酒造りと

いった統計にのらない、いわゆるインフォーマノレセクターに身をおく Jxxiとする。

また、ハート（Hart）がガーナの調査において、男性都市移民の動向を分析し

て、フォーマルセクターに就業できた者が定収入所得者であるのに対し、インフォー

マルセクタ ーへの就業者の多くが自営であると論じている0 x.<iiさらに、そうした

インフォーマルセクターに就業した者の収入源は、暴力的手段によるもの、麻薬

に関わる者、詐欺など、社会通念から逸脱した方法に依拠していることも併せて

指摘している。

ラスタの生活を考えたとき、松田、ハートの論述は説得力をもつものであるし、

同様に鈴木の記述している「ヌゥシ」の事例とも共通点を見いだすことが出来る。

アフリカ都市で生活するラスタが文化的創造性を持つ反面、こうした負の部分が

あることは当然認識されなければならないが、殊ワガ、ドゥグのラスタに見られる

ように、生業の中へラスタフアリアニズムの落とし込み、また、社会的紐帯とし

てのラスタフアリアニズムの存在は特筆すべきことではないだろうか。

本稿の最後に今後の研究の課題を付して本論を終わりたいと思う。

元来、ラスタ文化は抵抗文化、サブ・カルチャーなどとして認識されてきた。

しかし、 80年代からラスタ文化はそれまでのラディカルな色合いを薄め、若者た

ちの視点、はファッションとして、またマリファナなどラスタの外見、音楽、習慣

に変化させている。この点に関して鈴木はアピジャンのス トリー ト文化の観察か

ら「アビジャンではラスタフアリアニズムの信仰と関係なく 、こうしたラスタの

外見を模倣する若者を指して「ラスタ」と呼ぶことが多い」削iiとしている。しか

し、これまで見てきたワガドゥグのラスタの事例のように、ラスタをキーワ ー ド

として若者がコミュニティ ーを形成していることを考えれば、ラスタを自称する

若者たちがラスタでなくなることは彼らの生活を脅かすものであることが分かる。

このことから、今後の研究の課題のーっとして、ラスタの「自称性－他称性」の

問題、またその裏付けとなるラスタの生業の詳細、また生業、音楽にまつわるネッ

トワークを明らかにしていきたいと考えている。

そして本稿では、ラスタ文化の伝播と文化表象の二点からの指摘にとどまった。
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しかし、ラスタの生業を探る上で、 事例で紹介したアルファに見られるように、

ラスタの行動範聞の国境を越えたダイナミックな諸相を見て取ることが出来る。

こうしたことから、新たな視点として西アフリカの「沿岸一内陸」、「内陸一内陸」

の経済的ネットワークを探ることにも挑戦していきたい。
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